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●日本国憲法より●
第13条　すべて国民は、個人として尊重される。
生命、自由及び幸福追求に対する国民の権利に
ついては、公共の福祉に反しない限り、立法そ
の他の国政の上で、最大の尊重を必要とする。
第25条　すべて国民は、健康で文化的な最低限
度の生活を営む権利を有する。国は、すべての
生活部面について、社会福祉、社会保障及び公衆
衛生の向上及び増進に努めなければならない。
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☆組織の概況（5月30日現在）　組合員総数　6万0918人（5月の新加入者123人）　出資金総額　15億8155万7200円（1人平均　2万5962円）
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・
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介
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憲
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一
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一
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合
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・
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し
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生
協
組
織
を
大
き
く
、
強
く
し
て
い
こ
う

総
代
会
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ー
ガ
ン

　津軽保健生協の第95回通常総代会が、６月20日弘前市
「フォルトーナ」で開催されました。本総代会は新型コロナ
ウイルス感染防止のため生協法、定款に則り、書面議決書提
出総代を出席総代とみなし、実出席総代15名、代理出席１名
で開催されました。
　安田肇理事長のあいさつに続き、三浦良成専務から１、２
号議案の2019年度の事業報告・決算報告、20年度の事業計
画・予算の提案がありました（第２面参照）。続いて、総代
からの発言を受け、三浦専務、安田理事長から回答がありま
した。
　第３号議案、「役員報酬の承認に関する件」、第４号議案、「役
員の退職金の承認に関する件」、第５号議案、「役員の選任に
関する件」について提案されました。ここで審議は終了し、
議場は閉鎖されました。
　各議案の採決が行われ、すべての議案が賛成多数で承認さ
れました。
　第１回理事会の結果、理事長に安田肇、副理事長に伊藤真
弘、三浦良成、専務に村上渡、常務に田中研が選出されました。
　最後に、相馬裕副理事長、および山口久理事から退任のあ
いさつがありました。

❖❖  総代会の流れ総代会の流れ  ❖❖

　
本
日
は
総
代
会
に
ご
出
席
い
た
だ

き
、
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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猛
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ふ
る
う
中
、
今
年
度
の
総

代
会
は
こ
れ
ま
で
に
な
い
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催
に
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ら
ざ
る
を
得
な
か
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と
を
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詫
び
申
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。

　
今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
の
広
が
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２
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も
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津

軽
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の
可
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あ
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ど
が
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定
さ
れ
ま
す
。
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入
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０
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受
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入
れ
て
い
な
い
院

所
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含
め
て
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患
者
数
の
減
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、

病
床
利
用
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た
め
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が
前
年
度
１
％
の
黒
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か
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イ
ナ

ス
９
％
の
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な
り
、
結
果
と
し

て
10
％
の
悪
化
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な
っ
て
い
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。

わ
が
法
人
の
４
月
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経
営
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も
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様
に
、
大
変
厳
し
い
も
の
で
し
た
。

　

全
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に
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と
し

て
、
外
出
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自
粛
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業
所
の
休
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要
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等
が
出
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、
ま
た
診
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所
や
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院
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も
、
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し
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こ
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健
康
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れ
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し
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こ
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し
た
動
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感
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重
要
で
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、
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経
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困
窮
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増
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、
う
つ
病
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ど
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精
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病
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治
療
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よ
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卒
中
や
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増
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が
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検
診
受
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よ
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進
行
が
ん
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ど
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念
さ
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。
な
に
か
心
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介
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思
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。

　
私
ど
も
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強
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、
組
合
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拠
し
た
医
療
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動
、
保
健
予
防
活
動

を
展
開
で
き
る
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と
で
、
こ
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何
回
も
助
け
て
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だ
き
ま
し
た
。

　
今
は
、
班
会
を
は
じ
め
と
し
た
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協
の
各
種
活
動
を
十
分
に
行
う
こ
と

が
で
き
な
い
苦
し
い
時
期
に
あ
り
ま

す
。
感
染
予
防
が
第
一
で
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が
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組

合
員
の
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に
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、
こ
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借
り

て
、
改
め
て
、
一
層
の
ご
支
援
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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四中りんご支部などでは組織部長の説明により四中りんご支部などでは組織部長の説明により
「総代会の議案書」を学習しました。　　「総代会の議案書」を学習しました。　　
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あ
い
さ
つ

総代会議案書を学習総代会議案書を学習

第95回総代会の模様

リモート理事会を開催リモート理事会を開催
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2019年度 組合員活動 まとめ

2019年度 経営活動 まとめ
　事業収益は105.5億円となり、予算を0.4億円下回りましたが、
昨年実績を1.5億円上回りました。事業費用は107.2億円であり、
予算を0.6億円上回りました。経常剰余金は△1.4億円となり、予
算を0.8億円下回りました。上半期までの経常剰余金は予算を上
回っていましたが、10月以降、健生病院の病床利用率が低下し、
また２，３月はコロナウイルスの影響で外来患者数が減少したこと
から大幅に収益が減少しました。新築移転事業の投資で減価償却費
が7.0億円となっており、剰余を出すことが困難な要因となってい
ます。当期剰余金は△1.4億円となり予算を0.8億円下回りました。

新築移転事業の影響で繰越剰余金が△10.1億円であり、今期の剰
余金が△1.4億円となったことで累積欠損は11.5億円となりまし
た。全累積欠損の解消に向けて、毎年の経営を黒字へ転換しなけれ
ばなりません。各事業所の経営改革を全力で推進していく必要があ
ります。

　日本医療生協の中心テーマ「協同の力で、いのち輝く社会をつく
る」を実現させるために、津軽保健生協の優位点を生かしながら健康
で明るいまちづくり活動に取り組みました。しかし、2020年１月以
来のコロナ禍で、組合員活動が中止となり、仲間ふやしや増資に影
響が出始めました。

（単位：百万円）
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事業収益

　強化月間は秋は10月～11月に行い、仲間ふやしは６支部、出資
金ふやしは７支部と２事業所が目標を達成しました。また訪問行動
では313件の訪問に対して194件の対話が行われました。秋以外
は支部の事情に合わせて２ヵ月間行動してもらいました。

生協強化月間

　健康チャレンジは、1800人の目標に対して1972人の申し込み
がありました。７月～８月のまちかど健康チェック、自治体との懇談、
すこしお運動などに取り組みました。

地域まるごと健康づくり

四課題の取り組み
①仲間ふやし　　８支部が目標達成しました。

年間目標 達成（達成比） 前年比
3,000人 1,703人（56％） 83.8％

②出資金ふやし　８支部、２事業所が目標達成しました。
年間目標 達成（達成比） 前年比
２億円 9,829万円（49.1％） 95.9％

減資および脱退 １億2,078万円（49.1％）
純減 2,249万円

出資金総額（19年度末） 15億7,517万円

③班づくり　　　達成支部
　大成支部①、三大支部②、北支部①、岩木支部①、田舎館支部②、
大鰐碇ヶ関支部①、浪岡支部①、五所川原支部②

④担い手づくり　　
年間目標 達成（達成比） 前年比
302人 295人（97.7％） 215.3％

2020年度 組合員活動 方針
　誰もが健康で平和にくらせる社会の実現に向けて、明るいまちづ
くりを地域につくり広げましょう。しかし、組合員の命を守るため
にも「安全宣言」が出るまでは活動の自粛をお願いします。
１　生協四課題の達成を追求しましょう
　　　①仲間ふやし　　3,000人（支部1,000人、事業所2,000人）
　　　②出資、増資　　２億円
　　　③班づくり　　　74班（１支部２班）
　　　④担い手づくり　370人（１支部10人）

　　　�生協強化月間、秋は全国の医療福祉生協での取り組みのため
例年どおり実施予定です。

２　「つくろうチャレンジ」に取り組みましょう
　　　①「つながりマップ」の作成と活用をします。　
　　　②「居場所（たまり場）」づくりに取り組みます。
３　地域まるごと健康づくりを広げましょう
　　　①「健康チャレンジ」の普及拡大に取り組みます。
　　　②「８つの生活習慣と２つの健康指標」を広めます。
４　支部活動の課題を解決し、活動を広めます
５　事業所利用・ボランティア活動を充実させていきます
６　長期住所不明組合員の訪問調査に引き続き取り組みます

2020年度 経営活動 方針

１　�新型コロナウイルスの感染拡大を防止し、医療・介護の事業活
動の継続・発展を進めます。

２　憲法、平和、社会保障、命とくらしを守る運動を進めます。
３　健康づくりをとおしてくらしとまちづくりを推進します。
４　「医療福祉生協の2030年ビジョン」の討議と学習を進めます。
５　医師確保・養成の成功および経営幹部の育成を進めます。
６　復興・被災地支援および原発反対運動を続けていきます。
７　生協の内部統制システムを構築していきます。

重要課題

染対策をしっかり行い、医療活動の継続および予算達成を目指しま
す。
１　�健生病院、健生クリニックは「必要な医療をしっかり届ける」こ
とを行い、経営目標達成を目指します。

２　�藤代健生病院は経営目標達成を目指し、今後の建て替えの検討、
および精神科医師養成を進めていく必要があります。

３　�診療所経営では、コロナ感染対策をしっかりと行い、経営目標
達成を目指します。

４　�介護事業経営では、法人内外の事業所と連携し、「ナーシング
ホームたまち」の利用者数を早期に増加させ、また虹・ショート
ステイの稼働を高めていきます。

５　�予算方針　津軽保健生協が必要とする資金は、償却前経常剰余
金で6.6億円となります。予算は経常剰余金△0.4億円、償却
前剰余金は7.1億円であり、全職員・組合員の総力をあげて達
成できるよう努力します。経費削減に努め新規事業は1.3億円
以内とします。また安定的な資金確保のため、金融機関からの
融資についても準備を行っていきます。

　2020年度経営は診療報酬のマイナス改定があり、またコロナウ
イルスの影響で極めて厳しい状況になることを予想しています。感

経営活動および予算方針
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表
彰
の
部
一
覧

１
．
⑴
班
会
開
催
の
部

❶
３
年
連
続
指
標
班
と
し
て
班
会
を

　

開
催
し
た
班
の
部

河
西
支
部
：
色
吉
班

　
　
　
　
　

若
葉
班

下
町
支
部
：
よ
つ
ば
班

三
大
支
部
：
こ
と
り
班

文
京
支
部
：
レ
イ
ン
ボ
ー
班

四
中
り
ん
ご
支
部
：
す
ず
ら
ん
班

　
　
　
　
　
　
　

の
ど
か
班

相
馬
支
部
：
ぼ
た
ん
班

黒
石
支
部
：
コ
ス
モ
ス
班

大
鰐
碇
ヶ
関
支
部
：
あ
お
ぞ
ら
班

　
　
　
　
　
　
　

 

花
桃
班

藤
崎
支
部
：
ふ
じ
っ
こ
班

中
里
支
部
：
宮
野
沢
班

❷
５
年
連
続
指
標
班
と
し
て
班
会
を

　

開
催
し
た
班
の
部

北
東
支
部
：
な
な
か
ま
ど
班

大
成
支
部
：
花
み
づ
き
班

　
　
　
　
　

た
い
や
き
班

文
京
支
部
：
も
み
じ
班

五
中
支
部
：
て
っ
せ
ん
班

　
　
　
　
　

ど
り
ー
む
班

指
標
班
と
は

①
班
長
が
選
出
さ
れ
て
い
る

②
機
関
紙
が
配
布
さ
れ
て
い
る

③
年
３
回
以
上
班
会
を
ひ
ら
い
て
い
る

④
全
国
四
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
る

　

時
敏
支
部
：
工
藤　

攻
（
故
人
）

　

北
東
支
部
：
加
藤　

セ
ツ
（
故
人
）

　

河
西
支
部
：
高
谷　

松
男
（
故
人
）

　
　
　
　
　
　

渡
辺
千
恵
子
（
故
人
）

　
　
　
　
　
　

藤
田
銀
一
郎
（
故
人
）

　

下
町
支
部
：
村
田　

和
恵

　

大
成
支
部
：
鎌
田
光
義
（
故
人
）

　

四
中
り
ん
ご
支
部
：
佐
藤
都
久
子

　

五
中
支
部
：
阿
部　

勝
則
（
故
人
）

　

南
支
部
：
清
藤　

国
光
（
故
人
）

　

南
石
川
支
部
：
相
馬
キ
ヨ
エ

　

岩
木
支
部
：
相
馬　

博
子

２
．
生
協
活
動
に
貢
献
し
た
総
代
・
支
部
役
員
・
担
い
手
で
第
一
線
か
ら
退
い
た
組
合
員
の
部

　

尾
上
支
部
：
佐
藤　

康
文
（
故
人
） 

　

板
柳
支
部
：
成
田　

秀
（
故
人
）

　

五
所
川
原
支
部
：
中
川　

克
己

　
　
　
　
　
　
　
　

服
部　

秀
子

　
　
　
　
　
　
　
　

杉
山
ヤ
チ
ヨ

　

金
木
支
部
：
中
西　

幸
子

　

中
里
支
部
：
澤
田　

一
義
（
故
人
）

　
　
　
　
　
　

猪
股　

隆
一

　

木
造
新
田
支
部
：
大
沢　

悦
子

　

鯵
ヶ
沢
支
部
：
澁
谷　

忠
光

　

深
浦
岩
崎
支
部
：
秋
穂　

一
郎（

敬
称
略
）

総
代
の
発
言
と
回
答
の
要
旨

退
任
理
事
・
監
事
紹
介�

敬
称
略

新
任
理
事
・
監
事
紹
介

�

敬
称
略

浅
利　
直
志 

総
代
（
常
盤
支
部
）

ご
発
言 

　

組
合
員
活
動
再

開
に
向
け
て
、
基

本
的
な
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
示
し
て
ほ
し
い
。

回　

答 

７
月
１
日
か
ら
班
会
活
動

を
再
開
し
ま
す
。
支
部
活
動
に
つ
い

て
は
ご
指
摘
に
も
あ
り
ま
し
た
、
活

動
再
開
の
た
め
の
「
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
の
作
成
も
検
討
し
、
徐
々
に
再

開
し
て
い
き
ま
す
。
組
合
員
か
ら
の

要
望
が
高
い
、
支
部
レ
ク
で
の
バ
ス

利
用
に
つ
い
て
は
、
バ
ス
内
の
３
密

を
避
け
る
方
法
を
検
討
し
、
理
事
会

で
討
議
の
上
、
利
用
再
開
の
方
向
性

を
探
っ
て
い
き
ま
す
。

ご
発
言 

浅
利　
直
志　
総
代

　
入
院
・
外
来
患
者
の
激
減
の
内
容

を
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

回　

答 

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
健
生
病

院
入
院
患
者
数
が
大
き
く
減
少
、
従

来
90
％
を
越
え
て
い
た
病
床
利
用
率

が
80
％
台
に
低
下
、
外
来
患
者
数
も

減
少
し
て
い
ま
す
。
健
生
ク
リ
ニ
ッ

ク
外
来
患
者
数
は
、
予
算
比
で
１
日

あ
た
り
50
人
を
超
え
る
減
少
と
な
っ

て
い
ま
す
。
３
～
５
月
累
計
で
は
、

経
常
利
益
が
２
億
円
の
マ
イ
ナ
ス
で

あ
り
、
極
め
て
厳
し
い
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
全
国
的
な
傾
向

で
あ
り
、
多
く
の
医
療
法
人
で
事
業

収
益
が
約
10
％
前
後
の
減
少
、
中
に

は
20
％
前
後
の
減
少
と
な
っ
て
い
る

法
人
も
あ
り
ま
す
。

　
健
生
病
院
で
は
コ
ロ
ナ
疑
い
患
者

用
の
ベ
ッ
ド
約
10
床
を
空
床
に
し
て

確
保
、
ま
た
手
術
、
検
査
件
数
等
を

制
限
し
て
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
対
応

を
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
赤
字
に
な
る
構

造
で
あ
り
、
政
府
に
経
営
的
補
償
を

求
め
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

第
１
号
議
案

第
１
号
議
案

今
後
は
、
徐
々
に
制
限
を
解
除
し
、

手
術
、
検
査
件
数
を
増
加
さ
せ
、
地

域
と
の
連
携
を
強
化
し
、
外
来
お
よ

び
入
院
患
者
数
を
増
加
さ
せ
て
い
か

な
く
て
な
り
ま
せ
ん
。

ご
発
言 

浅
利　
直
志　
総
代

　
医
師
で
あ
る
理
事
長
か
ら
、
コ
ロ

ナ
対
応
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の

か
、改
め
て
伺
い
た
い
。

回　

答 

感
染
症
の
専
門
の
先
生
は
、

気
温
と
湿
度
が
上
が
っ
て
く
る
と
感

染
者
が
減
っ
て
く
る
と
言
い
ま
す
。

し
か
し
、
秋
冬
に
な
っ
て
気
温
が
25

℃
以
下
に
な
り
湿
度
も
下
が
っ
て
く

る
と
、
ま
た
３
、
４
月
の
状
況
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
非
常
に
危
惧
し

て
い
ま
す
。
健
生
病
院
の
コ
ロ
ナ
対

策
の
基
本
的
考
え
と
し
て
は
、
と
も

か
く
院
内
感
染
を
防
ぎ
た
い
と
い
う

こ
と
、
疑
い
が
あ
る
人
は
受
け
入
れ

ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
、
ま
た
一
方

で
は
職
員
の
精
神
的
な
負
担
が
強
い

ら
れ
る
の
を
、
院
内
で
メ
ン
タ
ル
サ

ポ
ー
ト
を
し
な
が
ら
や
っ
て
き
ま
し

た
。

　
６
月
に
な
り
、
ベ
ッ
ド
の
段
階
的

解
除
を
し
て
い
ま
す
が
、
秋
に
ま
た

増
え
て
い
く
の
で
は
な
い
か
、
非
常

に
難
し
い
対
応
を
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

健
生
病
院
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
も
、ま
た
各

事
業
所
で
も
、
感
染
予
防
を
し
っ
か

り
や
り
な
が
ら
、
患
者
さ
ん
に
も
安

心
し
て
来
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

南
支
部
：
い
も
の
花
班

南
石
川
支
部
：
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
班

相
馬
支
部
：
藤
沢
班

浪
岡
支
部
：
ひ
ま
わ
り
班

板
柳
支
部
：
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
班

鯵
ヶ
沢
支
部
：
カ
ト
レ
ア
班

　
　
　
　
　
　

す
こ
や
か
会
班

⑵
特
別
表
彰
の
部

❶
四
課
題
中
、
三
課
題
を
達
成
し
た

　

支
部
の
部

時
敏
支
部

東
中
支
部

田
舎
館
支
部

五
所
川
原
支
部

❷
新
聞
配
布
者
を
10
名
以
上
増
や
し

　

た
支
部
の
部

　

四
中
り
ん
ご
支
部

相
馬　
裕

健
生
病
院
副
院
長

　
７
期
14
年

理
事　
４
期
８
年

副
理
事
長　
３
期
６
年

須
郷　
光
夫

黒
石
支
部

理
事　
５
期
10
年

坂
戸　
慶
一
郎

健
生
黒
石
診
療
所

所
長

理
事竹

内　
一
仁

健
生
病
院
副
院
長

理
事寺

島　
由
美

看
護
介
護
部
長
補
佐

健
生
病
院
総
看
護
長

理
事木

立　
俊
昭

（
黒
石
支
部
）

理
事羽

賀　
正
之

（
浪
岡
支
部
）

理
事長

谷
川　
誠
司

（
木
造
新
田
支
部
）

理
事平

山　
亮
一

（
五
所
川
原
支
部
）

理
事後

藤　
昭
蔵

監
事三

浦　
昭

監
事

元
津
軽
保
健
生
協

専
務

飯
田　
寿
徳

健
生
ク
リ
ニ
ッ
ク
所
長

理
事　
１
期
２
年

副
理
事
長　
１
期
２
年

加
藤　
あ
け
み

生
協
本
部　

看
護
介
護
部
長

理
事　
４
期
８
年

一
戸　
俊
道

五
所
川
原
支
部

理
事　
２
期
４
年

野
宮　
憲
治

監
事　
９
期
18
年

山
口　
久

木
造
新
田
支
部

理
事　
11
期
22
年

山
上　
満

監
事　
８
期
16
年

鎌
田　
光
義

監
事

10
期
20
年

（
中
途
退
任
）

１
期
２
年

（
中
途
退
任
）

澤
田　
一
義

理
事

沢
目　
ミ
ヤ

浪
岡
支
部

監
事　
２
期
４
年

理
事　
８
期
16
年
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全
国
民
の
努
力
に
よ
り
５
月
25
日
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
緊
急
事
態
解
除

宣
言
が
出
さ
れ
、
青
森
県
か
ら
も
外
出

自
粛
や
イ
ベ
ン
ト
の
段
階
的
緩
和
方
針

が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
津
軽

保
健
生
協
の
班
・
支
部
活
動
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
、

３
月
か
ら
中
止
し
て
い
ま
し
た
が
、
感

染
対
策
を
徹
底
し
た
上
で
７
月
か
ら
一

部
再
開
し
ま
す
。
再
開
す
る
活
動
は
班

会
・
運
営
会
議
・
組
合
員
訪
問
な
ど
で

す
。

　
再
開
に
あ
た
り
、
①
３
密
（
密
閉
、

密
集
、
密
接
）
を
避
け
る
、
②
手
洗

い
、
手
指
消
毒
、
マ
ス
ク
装
着
、
③
発

熱
や
風
邪
症
状
が
あ
る
場
合
な
ど
、
体

調
不
良
の
時
は
参
加
を
控
え
る
、
④
会

場
の
換
気
を
こ
ま
め
に
実
施
す
る
な
ど

感
染
対
策
を
徹
底
し
ま
す
。

支
部
レ
ク
・
班
レ
ク
な
ど

 

自
粛
継
続

　
一
方
、
組
合
員
バ
ス
を
利
用
す
る
支

部
レ
ク
・
班
レ
ク
、
健
康
ま
つ
り
、
ま

ち
か
ど
健
康
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
は
当
面
自

粛
を
継
続
し
ま
す
。
今
後
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
状
況
を
み
な
が
ら

再
開
の
判
断
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
ご

理
解
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

困
り
ご
と
、
ご
相
談
を

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
緊
急
事

態
宣
言
解
除
以
降
も
各
地
で
依
然
猛
威

を
振
る
っ
て
い
ま
す
。
新
し
い
生
活
様

式
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
日
常
の
感
染

対
策
を
し
っ
か
り
行
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

　
医
療
、
介
護
、
生
活
の
困
り
ご
と
な

ど
が
あ
れ
ば
、
専
門
ス
タ
ッ
フ
お
よ
び

組
織
部
員
に
相
談
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

【
電
話
で
の
相
談
】

　
①
生
協
本
部
組
織
部

　
（
０
１
７
２
）
35

－

８
９
３
３

　
②
健
生
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
（
０
１
７
２
）
55

－

７
７
２
６

▼
と
き
方
＝
カ
ギ
に
従
っ
て
マ
ス
目
を
う
め

て
下
さ
い
。
二
重
の
枠
の
中
に
入
っ
た
文

字
を
う
ま
く
つ
な
げ
る
と
ひ
と
つ
の
言
葉

に
な
り
ま
す
。

▼
ハ
ガ
キ
や
メ
ー
ル
で
パ
ズ
ル
の
答
え
と
、

「
興
味
を
感
じ
た
記
事
」
や
、
日
頃
の
想

い
、
身
の
ま
わ
り
の
こ
と
を
ご
記
入
下
さ

い
。
お
た
よ
り
は
一
部
紙
面
に
掲
載
さ
せ

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
（
紙
上
ペ
ン
ネ
ー
ム
可
）

▼
締
切
日
７
月
25
日
必
着
。
正
解
者
の
中
か

ら
10
人
に
図
書
カ
ー
ド
を
お
贈
り
し
ま
す
。

▼
送
り
先　
〒
０
３
６

−

８
０
４
５

　
弘
前
市
野
田
２
丁
目
２
の
１

　
津
軽
保
健
生
協
・
健
康
パ
ズ
ル
係

　
Ｅ
メ
ー
ル  kenkou

@
r66.7-d

j.com

応
募
方
法

１
鍬（
く
わ
）や
鋤(

す
き
）、

鎌（
か
ま
）な
ど
は
伝
統
的

な
―
―
―
で
す

４
下
ろ
し
た
後
の
魚
の
骨
や

身
の
こ
と
。
津
軽
弁
で
言

う「
じ
ゃ
っ
ぱ
」

５
桃
太
郎
が
猿
・
犬
・
雉
を

連
れ
て
向
か
っ
た
場
所
と

い
え
ば

６
人
の
面
倒
を
よ
く
見
る
人

の
こ
と
を
、
―
―
好
き
な

人
と
言
っ
た
り
し
ま
す

７
六
畳
―
―
―
の
部
屋
で
一

人
暮
ら
し

２
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
校

庭
、
校
舎
の
間
に
あ
る
の

は
中
庭
、
校
舎
裏
に
あ
る

の
は
―
―
―
―

３
最
近
は
医
療
モ
ノ
や
警
察

モ
ノ
が
多
い
で
す
ね

４
砂
浜
を
歩
く
と
残
り
、
波

が
打
ち
寄
せ
る
と
消
え
て

し
ま
う

５「
お
べ
っ
か
」や「
お
べ
ん

ち
ゃ
ら
」と
同
じ
意
味

《
タ
テ
の
カ
ギ
》

《
ヨ
コ
の
カ
ギ
》

1

5

6

2

7

4

3

《ヒント》（５文字）
夜空を流れる

第
693
号
（
６
／
１
付
）
パ
ズ
ル
の

正
解
「
ア
メ
ン
ボ
」

1

5

6

2

7

4

 

3

ア

ニ
ボ
シ

ダ
ン
ラ
ン

ナ

メ

タ

モ
ツ
カ
ン

ス
ジ
コ

ボ
　

正
解
者
多
数
の
た
め
、
抽
選
で

次
の
10
名
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
を

差
し
上
げ
ま
す
。　

（
敬
称
略
）

（
弘　

前　

市
）　

岡
井　

聖
子

田
中
由
美
子

藤
田　

純
一

三
ケ
田　

哲

（
黒　

石　

市
）　

鈴
木　

彩
子

神　
　

礼
子

（
平　

川　

市
）　

工
藤
み
ど
り

（
五
所
川
原
市
）　

岡
田　
　

隆

（
藤　

崎　

町
）　

唐
牛　

重
任

（
田
舎
館
村
）　

伊
藤
亜
紗
子 

最近、住所・氏名の記載
のない方も散見されます。
ご注意下さい。

11

採用選考日

第３回選考日 ８月 15日 土曜
出願〆切 ７月 31 日（金）必着

出願提出書類 ①履歴書（写真貼付）　当法人指定のものあり
　　　　　　　　　　 （ホームページでダウンロードできます）
　　　　　　　　　　　※既成の履歴書でもかまいません。
②新卒の方は成績証明書と卒業見込み証明書
　既卒の方は資格免許証の写し（コピーでかまいません）

出願先 〒036 -8045 弘前市野田 2 丁目 2-1
津軽保健生活協同組合 生協会館

看護介護部 看護職員採用係

選考日の
詳細について
は応募された
方に郵送で
お知らせ
いたします。

5
月
定
例
理
事
会

【
報
告
事
項
】

●
５
月
度
の
主
な
経
過
報
告
と
６
月
・
７
月
・
８
月
の
主

な
行
事
予
定

●
４
月
度
の
月
次
仮
決
算
報
告

●
４
月
度
の
組
合
員
活
動
報
告

●
医
療
福
祉
生
協
連
第
10
回
通
常
総
会
代
議
員
の
選
出
に

つ
い
て

●
津
軽
保
健
生
協
職
員
向
け
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
へ
の
対
応
文
書

●
第
１
回
表
彰
選
考
委
員
会
報
告
書

●
役
員
報
酬
審
議
会
会
議
報
告

●
決
算
に
係
わ
る
監
査
所
見

【
審
議
事
項
】

　
〔
議
決
事
項
〕

●
第
95
回
通
常
総
代
会
で
の
組
合
員
・
班
等
の
表
彰
の
件

●
２
０
２
０
年
度
役
員
報
酬
の
提
案

●
第
95
回
通
常
総
代
会
議
案
書
の
承
認

●
２
０
２
０
年
度
夏
季
一
時
金
支
給
に
つ
い
て

　
〔
協
議
事
項
〕

●
通
常
総
代
会
の
開
催
に
つ
い
て

５月定例理事会について
　新型コロナウイルス感染防止のため５月理事会の実開催は行いま
せんでした。理事会議決事項は下記の通りですが、定款に則り、全
理事からの「同意」によって承認された事をお知らせします。

今
後
の
班
・
支
部
活
動
に
つ
い
て

今
後
の
班
・
支
部
活
動
に
つ
い
て

７
月
か
ら
一
部
の

７
月
か
ら
一
部
の

　
　
　
活
動
を
再
開
し
ま
す

　
　
　
活
動
を
再
開
し
ま
す

��

副
理
事
長
・
三
浦
　
良
成

副
理
事
長
・
三
浦
　
良
成


